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「舟入の探究」とは　

本校では、1～3年生それぞれに週1時間ほど「ABLE Time(総合的な探究の時間) 」という時間が設

けられていますが、それは生徒たちが探究学習を行っていくきっかけにすぎず、最終的な目標は生

徒が課外の時間に「外」に出て、主体的に自己の進路や目標と結び付けながら「問い」の解決を行

っていけることを目指しています。　（舟入高校HPより抜粋）

本校で行われる「総合的な探究の時間」は「ABLE Time」と名付けられています。生徒の間では、

「エイブル」の愛称で親しまれています。生徒が主体となり、多様な探究活動が行われています。

どのようなことをしているのかを外部の方々へ発信するため、有志の生徒が自身のABLEでの活動を

紹介していきます。

「探究日誌」では

５月28日　実施

1年生：平和探究

2年生：テーマ決め

3年生：アンケート作成



　1年生は「証」という本を使い、平和活動を行いました。4人グ

ループとなり、それぞれ決められたページを読み、それを要約し

てグループ内で発表しました。活動を通して、原爆がどのような

ものだったのかをよく学べました。

　私が読んだ62ページには、生き残った矢野さんのお気持ちや葛

藤が詳細に書かれていました。また63ページには、市女の工場へ

の派遣や、過労による体調不良などの被害が書かれていました。

　今日の授業で、原爆の被害が身体だけでは無く、心にも残り続

けることがよく分かりました。

　次回は、被爆2世の方のお話を聴きます。
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1年生　（担当I.Y.）

3年生の活動の様子です。

アンケート制作中！
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2年生（担当F.F.）

3年生（担当T.Y.）
　前回に引き続き、私T.Y.が担当します！私達は「ABLE
Timeをよ

り良くするためには？」というテーマでグループ探究をしていま

す。

　今日は、テーマをより理解するために情報収集をしました。イ

ンターネットや図書室で論文を調べる人が多い中、私達はアンケ

ートを使ってデータを集めています。これまでに「生徒」や「先

生」に回答していただきましたが、舟入高校の外からの視点とし

て「教育実習生」にもアンケートをすることにしました。ひとく

ちに情報収集と言っても、いろんな方法があるんだなぁーと思い

ました！

　次回までに教育実習生の方にも回答をいただき、アンケートの

集計をしたいと思います！舟入の探究を最高にするために頑張っ

ていきます！

　2年生は、先週に引き続き先行研究を調べました。

　私のグループでは「感動的なシーンにおいて、より感動を引

き出すのはどんな音楽か？」というテーマで探究を行っていま

す。

　前回は参考になる論文を見つけられなかった私ですが、今回

は役に立ちそうな論文を見つけることができました。その論

文には、調やテンポといった曲の要素が、それぞれどれくらい

聴き手に影響を与えやすいのかがまとめてありました。なんと

か良い情報が得られてよかったです。

　次回も引き続き、先行研究を調べる予定です。


